
平成25年住宅・土地統計調査の概要 

日本の住宅数、住宅の種類・設備状況、土地の保有状況や住環境
などを把握するための調査 

平成25年10月１日現在で、全国約21万調査区、約350万住戸・世帯
を対象として実施（5年毎に実施、通算14回目） 

東日本大震災による住居移動・住宅工事等の実態を把握 

オンラインによる回答方式を全国規模・対象となる全世帯で展開 

調査の準備状況 

平成24年７月に試験調査を実施 

平成24年11月に統計委員会に諮問、本年２月に答申 

現在、オンラインシステム用の電子調査票の整備等を実施中 

今回調査の特徴 
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